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部局 ・職名 氏 名 生年月日 出身地出校 言巻 巨量 等 研 究 分 野
総合人間学部 磯江景孜 昭和 京鳥 取大 人人間間学基科礎論講座 西欧近代哲学に関する研究教 授 6.12.13 
田中 主豊
今
兵京 庫大 国際欧文米化文化学科・社会 1930年代の黒人文学を中心とした研イシ 6. 6. 2 究論講座
旦代晃一
氏シ 東京 基礎数科学科 微分幾何学に関する研究ぞ〉 7. 1.19 東大 理基礎論議座
川崎辰夫
t》
京千 大葉 基礎科報学科 ランダム系の統計力学的，計算理学イシ 6. 5. 5 情科学論議座 的研究
文教学部 授 。 京高 知大 史学古 科
王陵を中心とする古古代墳文明の比較研考
小野山 r日. 6. 6.14 考学講座 古究学的研究並びに 時代馬具の
朝尾直弘
。
京 都大 史学科第 日本近世史の研究イシ 6 .12 .17 国史学二講座
哲学科 日倉本仏教美術史の研主究，特様に平史安・
ペシ 静京 大岡 鎌時代の彫刻史自市を に式の立dシ 清水善三 6. 5.13 美第学一講・美座術史学 場から研究，仏 と仏師組織につい
ても研究
発達診体系断に基づく教操育作指導理論の科
教育教学部 授 田中昌人 ’， 京岡 大山 教教育育学指科導講座 学的 化層一及段ひ可階逆 の高保次化に7. 1.22 おける階 理論と発達隊論
の研究
稲葉宏雄 ’， 京岐 阜大 教教育育学課科程講座 ①②到達度評価に関す程る研究,. 6. 8.16 学問中心教育課 の研
’， 京 者大I¥ 教育生社涯会学学習科計画講 習変動社会における生涯会学習課題と学， 柴野昌山 7. 1. 5 要組織求の分析及びヰ土 と学習環境の座 再 に関する教育社会学的研究
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部局 ・駿名 氏 名 生年月日 出身身地出校 議 座 等 研 究 分 野
教育教学部 授 組中 遼 昭和 滋京 賀大 教視育，聴心覚理教学科育講座
研大学究生の修学不適応の臨床教育学的
6. 7. 4 わが国の大学カウンセリングの発達
史的研究
大学院教法学研究授料 清永敬次
， 山 口 公租法税専法攻講座 所論得の課比税較法法の的研諸究問題及ひ事l税回避理6. 9. 1 京大
経済教学部 授 ， 愛京 知大 経経講済座済学史科
日本現を代含む東資アジア化経済の歴史 特




’〉 山田浩之 7. 3.14 る経－交済通現混象雑，等特のに経都済市学化的・土地問題 研究
理教学部 授 玉垣良三
， 三 重 理学科論 核原子物核質の理論す的研究，特に核力及ぴ




今 中川 一 郎 7. 2. 8 位のの研究究，地 の研究及
工教学部 授 柴田 微
aシ 京 都大 土木工学科 地盤工学に関する研究7. 2. 9 土質力学講座
嶋本 議
内〉
京 都大 機械熱流工学体専工攻学講座 内燃動機関のガス流動系の最適化並び。 6. 9.13 に流現象の数値予測に関する研究
，訟




京 都大 学専攻耳、 材料金プロセス物理す化る研学，究鉄冶金学，。 6.10.25 エルギー材料 冶熱力学に関
工学講座
ペシ 東 京大 航空学宇空講宙宇座工宙学解専析攻工 回天ピ流体力学の理論的研究象，プ特及の研にび太究， 。 棲井健郎 6. 5.11 ス ンダウン ヒートアッ陽回転の進化等の非定常現




名〉 梅村 勲 6. 7 .19 子物工講 合モデル及量問ふ問び素粒子とその 互作用の統一理に関する研究
イシ 大京 大阪
精密工学専攻
イシ 人見勝人 7. 1.16 システム工学講 生産システム工学に関する研究座
， 
東 京大 情報情学工報講学科 要分法散協理ぴ情調論型情基の礎報意システムの傍築に必成。 松本音弘 7. 2.21 座システム工 な 報的 味，統ソフトウェア構及 合に関する研究
， 
京 都大 機械材講物料座理強工度学物専性攻学 結面晶材塑性料性学の格子欠ぴ相陥・結態品粒界す・界材， 三浦 精 7. 2.15 料物 変的研形及究 変に関る
中 川 博次 イシ 京 都大 環境座水域地球環工境学工専学攻講 開水路乱流と流砂に関する研究" 6.10.30 
渡部良久 イシ 北京海道大 物学触専質エネルギー化 遷移金属究錯体の特異的触媒機能に関。 6.12.25 攻媒科学講座 する研
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部局 ・職 名 氏 名 生年月日 出身身地出校 講 座 等 研 究 分 野
工教学部 授 中西浩一郎 昭和 京 都大 高分高分子化子学物専性攻講座 分溶液化化学学 ・分学子シミュレーション ・6. 9.22 子 工に関する研究
山川裕巳
， 
京兵 庫大 高分高子分化子学物専性攻謙虚 高分子ぴ統高計分力学溶，液学高分子ダイナミク4シ 6.12. 3 ス及 子 に関する研究
農教学部 授 増井幸夫
， 
滋京 大賀 農林農経政学済学講座科 農策産農効物産果価物の格貿経政易済策学政，策的農研，業農究所地得制補度償等政6. 5.28 政策 学究 の
’， 大京 大阪 林産木工学科学 木材境の物性及研び材究質評価並びに木質
ペシ 佐道 健 7. 1. 1 材工講座 環に関する
佐伯 浩 ’， 鳥島取根大 林産木工材構学科造学講座 木材の組織・細胞構造の研究。 7. 1. 26 
村上浩二
， 
京 都大 林産工化学科 パルプ繊維・紙及び木材成分の化学。 6.10. 9 林産学講座 に関する研究
岡村圭造 ’， 大阪 林木産材工学化科工学講座 セルロースを主とすびる結多糖構類並びに。 6. 7 .10 京大 誘導体の分子構造及 品造解析
大学院人科間・環 ， 
京大 大阪 人間 ・環境成学論専攻座 乳幼児発の言語論と構獲教得築・発達すすに関す究る研障境学研究 村井潤 一 6. 8. 7 人間形 講 害究児， 達理 に関る研 等教 授 の発達 育に関る研究
化学研教究所 授 杉田信之
， 
広京 大島 有機材料化学研究 高圧有機化学反応に関する研究6. 4.26 部門
人文教科学研究所授 小野利子 ’， 大京 大阪 文化交渉史研究部 明史代政治史に究関する研究， 中国女性7. 1. 2 門 に関する研
研原子究教所エネルギ授ー 高橋幹二
， 広島 原子都炉保安工学研 エアロゾル学と並びにこれを基盤とし
7. 2.16 京大 究門 た大気環境原子力安全問題
木質教科学研究授所 ， 大京 大阪 木部質門材料機能研究 木質構造用材関の機料すの製造究原理 機械構佐々木 光 7. 1. 8 システムに る研析及びその造材料として 能の解
経済研教究所 授 イシ 愛東 知大
応用計量経済学本す ・計実済量模途型作成に関
福地崇生 7. 2.23 経済計画研究部門 地す域る研経究済，』 日 経 ・ 上国経済・こ関る証分析
大型計算機セン 。 大阪 人文科学に対するコンピュータ利用ター 星野 務 6. 4.26 京大 とマルチメディア情報の活用に関す教 授 る研究
生態学研究セン 4シ 北海道 陵水の物質循環に係わる生物過程のター 手塚ま善彦 6. 6. 1 都東立京大 水域生態研究部門 研究教 授
総合人間教学部 島田三郎
。
神京奈川大 基礎数科理学基科礎論講座 究リーマン面，擬等角写像に関する研助授 7. 3.13 
理学助教部 授 中井善 J!
， 
京徳 大烏 附属花天文文台 太陽及び太陽系天体の観浪lj学的研究6.11.16 山天台
薬学教部 ’， 奈京 大良 製薬座化用学植科物化学講
胞薬用植物成分の生合成生産，植物培イ養細
上回伸 一 による抗物癌質物無質の ダ オキ動授 7. 2.18 シン関連 の毒化に関する研究
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部局・職名 氏 名 生年月日 出身身地出校 講 座 等 研 究 分 世I’
工助学部 昭和 i滋阿点賀J火~＇. 市附lj属御環実験境微施量設一汚染 感大気覚汚染防止に関防止する研究，lす刻悪臭の教授 西田耕之助 7. 3.10 工学的及び 技術にする研qアbし究，環境アセスメン卜に関 る研
農学部附属演習f林受 ぞ〉 京 都大 森不フ民本林保護学助教 古野末掛｜ 6. 5.15 上賀茂試験地 林昆虫の食究害と林木の生育の関係に関する研
原子助炉実験所 菊池忠務
今
宮京 崎大 絞生物学研究部門 細胞機の環境に対する適応－変異の分教授 6. 9.29 子構に関する研究
医学部”昨附属病院日市 I宰阿謙次
。 京都 人工腎臓部 腎不全に対する血液透析吸療療着法の合併等各6. 6. 5 京大 症筏対免策疫，疾肝患不の血全祭の血交換液， 着吸 法療法
総合人間学部 川合~チ ゐ 京 都大 基礎自科然構学科造基礎論 原子爆弾開発過程及びその社会的影比IJ 手 6. 6. 5 議嵯 響の研究，近代物理成立期の研究
理助学部 手 今 大京 阪大 附属瀬戸臨海実験 熱各種帯性産浅動海的1物魚iJf類の分類学的研究及すび荒賀忠一 7. 2.20 所 館海 の飼育 ・展示に関る水族学 究
平成7年度入学者選抜学力試験（第2次学力検査）の期日等
平成7年度入学試験（第 2次学力検査）を，次の予定で実施する。
0 前期日程試験 0 後期日程試験
月 日 教科 学 剖1 I寺 ｜制 月 日 教科 寸ニ 部i I# 間
総経・済文合人・「一教間般育」「・文法系・」午前9時30分～
11時30分
国語 －・ E’・ー・ー・．，．．・・・・ー ・ー・・・・・・・・ーー
総合人間 ・文・教 午前9時30分一
f・経済 111侍30分
国語 ・・・・・・・・・ー ・ーー ・ーー －ー・ー ・ー』ー－－
総合人[i:fj 「理系1'¥:」午前I寺9時30分－






3月13日 総合人間・教育 ・午後1時一 31時
（月） 経済
（土） 数学 ーーーー 噛ーーーー ，ー－－ー ーー『圃’”’ー『 E”F『”『’－－
総・理合人・医間・「薬理・系工」午後l時一 3時
・Jr.!: 30分
数学 ・ーー ・ーー．曲ーー ・ーー・』ーー ーー・ーー ーーーー－－－－
理 ・医 ・楽 ・工 ・午後1時～ 31時
農 30分
午前91時30分一
121寺30分 論文 文 午後1時～ 3時
論文 経済「論文」 －ーーー ・ーー・ーーー ーー
午後2時一4時
30分 ＊総合人間 午前時9時30分～1 45分
総合人間経．・医文済・「教ー
外国語 般育 ・法 ・ 午前9時30分一
」工・理 ・薬 11時30分
・良
外国語 ・・・・ーーー－ー・ーー ーーー ーーーー・ー．曲・－ーーーー
文済 ・教育・法 ・経 午前9時30分一
－医 ・薬・農 11時30分
総合人間「理・系工」午後1時～31時理科 －理・医・薬2月26日 ・ ~ 30分
3月14日
理科 理 ・医 ・薬 ・工 ・午後l時一 3時
（火） CJ: 30分
（日）
総合人間「文経系済リ 午分後1時～ 2時社会 「－一文般」・法 ・ 30 
教育 午後1時一 3時
論文 ・ー．．．．．．．．．．． ・・・ー・・・・ーーー・．
論文 経済「論文J 午前時9時30分一12 







I ＜随想＞ 史的文献考祭であつた。この論文には田原の業 s： ‘Tawarascher Kno飴n" 績が回原の写真入りで原著からの引用を含めて 1
0 記載されていたので，本邦田原研究第一人者， Q x 名誉教授河合忠－ ~ －目，x 、 東京女子医科大学須磨幸蔵教授の解説付きで掲 8
t 私共が医学部へ入学した昭和 ~ 載することとし， 1993年 1月号の巻頭を飾っ I




が始まるようになると，これは司圃ゆ·~ 争となった。 ~ 
ノートだけではどうにもならな ‘ョ・ F その論点は次の通りである。すなわち通説で f
い。実習に際して首引きで参照 、・~ は刺激伝導系の根源ともいうべき洞結節は S
できる図譜付の教科書が慾しくなる。丸太町通 Keith and Fleck (1907年）の発見とされ， ま y 
~ りの古本屋を片端から探し廻った甲斐があっ た，同結節の下流に存在する房室結節は田原の O
て jの品 側 一一村のう記載
Mense hen”193 ~年版全 3 巻をやっと手に入れた されている。しかし Ehrlichは，原典考証によ t 
ときの喜びは，われわれの年代のもののみが共 り， Keithand Fleck以前に Hering(1905年）， i 
有する喜びであろう。その当時の出版物といえ Wenckebach (1903～ 1906年）らにより洞結節 1
ばすべてざら紙であり，印刷技術も拙劣であっ の研究は行われており， Keithand Fleckらも ？ 
たから，挿入される写真も当然識別不能と諦め その原著で自分達が洞結節を発見したとは述べ 6
ていた私にとって， Spalteholzを手にとり， ておらず， Heringや Wenckebachの記載と－ x 
ページを繰って行ったときに見出した図譜の鮮 致したと述べるに止どまり，洞結節の発見は き
明さ，正確さは，正に息をのむ思いであった。 Keith and Fleckによるというよりは，上述の i 
"Tawarascher Knoten”という名称、に初めて出 研究者達による成果の集約とすべきであると主
くわしたのは，このような状況においてであっ 張したのである。これに対し Fyeは洞結節の
iた。第2次世界大戦の始まる透か以前に，これ 発見者が Keithand Fleckであることは疑いも
i だけの優秀な印刷技術をもっていたドイツの世 ない事実であると猛烈な反対論文を投稿してき
界的な出版物に，堂々とその名を冠した名称、が た。しかしその根拠は WenckebachやWilhelm
記載されている Tawaraなる日本人が，心臓刺 His Jr.さらには SirThomas Lewisや Thomas
激伝導系の全貌を明らかにするという不朽の功 Jamesなどの碩学が，洞結節発見の栄誉を
績を残し大正3年（1914年）帝国学士院思賜賞受 Keith and Fleckに与えているという 他人の
賞に輝いた九州大学病理学教授故田原幸福士 意見に基づいたもので，激烈な文章の割には i
その人であることを知るまでにはなお数年の歳 ゃ、説得力を欠くものであった。 Ehrlichの主 S
Z 月が必要であった。さらに私は医学部卒業後 張によれば房室結節にしても田原の原著発表以 Z
O循環器学を志し，その出発点がたまたま His 前にすでに記載があり，田原がより克明にその t
E束電位記録と植込式電気ペースメーカ一実用化 構造と機能を解明した業績は大きいが，田原の biの時代と一致一山田舶の名 臓…一一制山 ！
は，一層身近な存在となって行ったのである。 房室結節， His束を経由し， Purkinje線維を終
昔 日本循環器学会の機関誌“＇JapaneseCircula・ 末枝として心室筋に拡散するという全貌を明ら i
Q tion Jo側 rnal”は1935年，当時京都大学教授で かにした点にあるという。 ！ 
jあった故真下俊一博士によって創刊され，私は 戦後間もなくー医学生の眼を射た Tawara苧 o
i現在その Editor-in-Chiefの任にある。この学 scher Knotenが，約半世紀の後に原典に忠実な ij会誌に 1992~.米国 Johns Hopkins大学 考証によってその正しい位置切られたと i
Walter Ehrlich博士から突然ー篇の論文が寄せ いう思いと，自然科学における発見者同定の困
！ られたことから話が始まるo 恥問えられた恩叩複雑な交錯を味わっ j
論文の標題は“心臓刺激伝導系の発見”であ たことであった。
x り，心臓刺激伝導系の種々の重要な部分の発見 （かわい ちゅういち 元医学部附属病院長 6
907一
